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I. 実用化への条件
　核融合エネルギーが満たすべき実用化へ
の条件は「実現」と「社会の受容」の２つ
である。
　「実現」とは核融合エネルギーを利用で
きる形態で取り出すことに技術的に成功す
ることである。これは技術的な課題をクリ
アしてゆくことで達成できる絶対的なもの
と考えられる。実現によって、エネルギー
源の選択肢に入り、少なくともバックスト
ップテクノロジーとしての役割を果たす。
　「社会の受容」はエネルギー需要、他の
エネルギー源との比較など核融合開発以外
の社会情勢との関係によって決まる相対的
なものである。

II. 電気事業の視点
　電気事業とは需要に応じて電気を供給す
る事業であり、いわゆる電力会社（一般電
気事業者）だけではない。近年の電力自由
化により、電気事業が成立するためには安
定な電力供給とともに安定な電力需要が必
要であり、電気事業者は需要家に選択され
なければならない。需要家が電気事業者を
選択する際の重要な要因は品質・信頼性、
価格、ブランド・イメージなどである。
　電気事業者が電源を選択する際には、電
力自由化の引き金ともなった電気料金の低
減のため、これまで以上に発電のコスト低
減が重要である。また、需要の安定度を考
慮したうえでの投資とその回収といった観
点も必要である。一方で経済性ではなく、
国のエネルギー政策によって電源を選択す
る（選択しなくてはならない）こともある。

III. 核融合炉の特殊性（難点）
　核融合発電を実現し、さらにその実用化
を目指すうえでの特殊性（難点）は、正味
のエネルギーを発生する核融合炉の規模が
非常に大きいことである。
　実現することは社会の支持を得るために
有効であると考えられる。しかし、その実

現には多大な費用を要し、社会の支持を得
なければならない。開発段階として支持が
得られる規模で、かつ早期の実現が望まれ
るが、核融合エネルギーにとっては容易で
はない。
　大規模であり、開発にコストがかかるが
故に、実験炉を国際協力で推進しようとし
ている一方で、種々の方式での大規模開発
を進めようとすることは、社会の理解を得
ることを困難にする可能性がある。
　また、実現後には、社会情勢に応じた改
良を加えて、実用化するものと考えられる。
大規模であることから、少ないステップで
社会に受容されるように的確な改良・開発
を進めなければならない。
　電気事業における実用化を考えた場合に
は、電力系統の規模によっては、その影響
から大規模な電源を受容できない可能性が
ある。経済的にも初期投資の大きい大型プ
ラントの導入は制限されうる。したがって、
大型化による経済性向上と導入の容易な小
型炉の追求のバランスが重要である。

IV. 社会の受容（電気事業の視点から）
　社会に受容されるための要件として、安
全性、信頼性、経済性が挙げられる。電気
事業の視点からでも、大きく異なるもので
はないが、長期的なエネルギー源に対する
要件と発電プラントの選定の要件では、い
くつかの重要度が異なる。また、これらの
基準は社会情勢によって変動し、他の電源
も社会情勢に応じて改良されるものである。

IV-1. 安全性
　安全性は最も重要な要件であり、発電シ
ステムとしての安全性は必須の条件である。
この条件を満たさないものは社会受容の評
価の対象とはならない。この発電システム
としての安全性の確立に要するコストは経
済性に含まれる。高い固有の安全性を持つ
とは、この条件を満たすことが容易である、
つまり、コストが少なくて済む、分かりや
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すいということである。
　環境安全性（低環境負荷）は現在の社会
の重要な関心事であり、一部は必須条件と
なりつつある。また、エネルギー政策にお
ける重要な要因でもある。高い環境安全性
は社会の支持を得て、間接的に経済性を向
上するためには不可欠である。
　社会が感じる発電システムに対する安心
感も重要である。分かりにくいことが不安、
不信につながりやすく、分かりやすい危険
性とその分かりやすい防護策が安心感をも
たらす。また、信頼性にも通じる安定した
運転実績も安心感を生むものと考えられる。

IV-2. 信頼性
　電気の品質・信頼性は電気事業者が選択
されるための重要な要因であり、電力供給
システム全体で信頼性を維持することが必
要である。発電システムとしての信頼性（稼
働率、計画外停止率など）は、バックアッ
プ等の他の設備に要するコストも含めて、
経済性として評価される。燃料の安定供給
も重要であり、エネルギーセキュリティー
の観点も入るが、見通す期間はプラントの
運転期間程度である。
　長期的な視点でのエネルギーセキュリテ
ィーは社会の重要な関心事となりうる。長
期にわたる安定したエネルギー供給はエネ
ルギー政策において重要視され、間接的に
電気事業者の電源選択に反映される。また、
エネルギー源の多様化、燃料の多様化の観
点からは新規電源の参入は歓迎されうる。

IV-3. 経済性
　発電システムの安全性、電力供給システ
ム全体の信頼性の確立のために要するコス
トも含まれた経済性が高いことが重要であ
る。また、建設、発電、廃炉、廃棄物処理
全体を見通した経済性を考えるべきであり、
単に発電単価だけではなく、投資とその回

収という観点からの評価も要する。
　これらの観点から核融合炉の経済性が他
の電源に比較して特段に優位であれば、需
要に応じて実用化されるであろう。
　他の電源と同程度の経済性であれば、経
済性以外に核融合炉を積極的に選択させる
魅力が必要であり、かつ、これを電気事業
者のみならず、社会全体に理解されること
が重要である。エネルギー政策や社会の支
持による経済性の相対的な変動は実用化を
目指す導入初期には特に重要となる。
　経済性が他に比較して特段に劣る場合に
は実用化は困難である。世界的なエネルギ
ー価格や他の形態のエネルギーの価格との
比較から、エネルギー政策や社会に支持に
よる相対的は経済性の変動には限界がある。
バックストップテクノロジーとしての役割
は果たすが、実用化には大きな社会情勢の
変化に期待するしかないかも知れない。

V. まとめ
　核融合エネルギーの実用化の条件を考え
ると、まず、実現することである。そこか
ら社会受容性に関する議論を定量的に始め
ることができる。また、運転の実績を積み
重ねることで、信頼感、安心感が生じ、社
会の支持が得られるものと考えられる。社
会の受容には時間も必要である。
　電気事業の視点からは、安全性や信頼性
の確立を含めた経済性を重視せざるを得ず、
高経済性の追求は重要である。しかし、核
融合炉が高い経済性を有するとは考えにく
い。社会情勢の変動を予見しつつ環境安全
性、エネルギーセキュリティーといったエ
ネルギー政策や社会の支持を動かしうる特
長を示し、積極的に選択され、経済性が相
対的に高められることが重要である。また、
小型炉の追求は技術的、経済的な困難が大
きいが、投資のリスクを低減して導入を容
易にし、マーケットを拡げると考えられる。
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図．核融合発電が満たすべき実用化への２つの条件


